フランスとイギリスは王位継承権をめぐり、領地拡大のため戦争を行っていた。

　その戦争は数年に及び拮抗していた。しかし、僅かにイギリス軍がフランス軍に押され始めた頃、突然イギリス国王が何者かに暗殺される、という事件が起こった。そして、フランス軍はこれを好機と見てイギリスへと軍を進軍させる。
　しかし、結果は無残に終わる。イギリス軍は弱まるどころか力が増し、進軍してきたフランス軍を返り討ちにした。イギリス国王が死に新たに国王となったルシフォードは悪魔の持つ力に魅入られ、悪魔崇拝に手を染めて、モーヴェという悪魔を支配する上位の魔人を僕として手に入れたのだった。百年戦争は大きな転機を向かえ、イギリス軍が圧倒的優勢の状態になった。
　１４３０年。

イギリスの占領下にあるオルレアン城。そのオルレアン城に住むベルモット＝ブローネルは、ある晩、床一面に魔方陣が描かれた部屋『召喚の間』で目を覚ました。召喚の間には父親であるルシフォードがいた。ルシフォードはベルモットに、この魔方陣は地獄に居る悪魔と契約させるもので、召喚魔方陣と呼ばれるものだと説明する。そして、今からベルモットを悪魔と契約させると告げる。ベルモットは突然の事に混乱する。ルシフォードは混乱するベルモットに優しく、自分の言う事を聞くように諭す。そして、ベルモットはルシフォードによって悪魔と契約させられてしまう。

　悪魔と契約して肉体と精神に与える負荷により気絶し、ベルモットはその場に倒れる。
　クレセリアとルシフォードとの幼い頃の夢を見るベルモット。クレセリアのようになりたい、と願うベルモット。その言葉を聞き、優しく笑うルシフォードとクレセリア。クレセリア、一人前になったら自分が持つ剣を託すとベルモットに約束する。
　ベルモットは目を覚ますと地下牢に閉じ込められていた。ベルモットは自分が地下牢にいる原因が分からず、見張りの兵士二人に話しかける。しかし、兵士二人は無言で立っているだけだった。ベルモットは取り敢えず、冷静になり自分の身に起こった事を整理する。そして、ベルモットは自分の体に違和感を覚える。そして、ルシフォードの悪魔と契約させた、という言葉を思い出し一抹の不安を抱く。
二人の見張りの兵士は乱入してきた兵士に倒され、叫び声を上げる。その兵士はベルモットにコルセアと名乗り、牢から救出する。そして、コルセアはベルモットの母であるクレセリアから命を受けこの城から無事に脱出させる手助けをしに来たのだ、という旨を伝える。

ベルモットは、母は今どうなっているのか訊ねる。しかし、コルセアは逃げる事を考えて欲しいと言って話を聞こうとしない。ベルモットはコルセアの話を聞かず、単身で動こうとするが、コルセアに無理やり静止させられる。コルセアは付き従っている少数の兵士がベルモットを逃がす為に戦っているという事をベルモットに教え、その者たちの為にも逃げる事を優先して欲しいと懇願する。ベルモットは母の身を気にしながらも了承する。コルセアはベルモットに母が使っていた剣を渡す。
下級の悪魔を退け、オルレアン城からの脱出をはかるベルモットとコルセア。
出口へと辿り着く二人。出口には見張りの下級悪魔が立っており、コルセアはベルモットを逃がす為に単身で見張りの下級悪魔へ挑む。ベルモットはコルセアが時間を稼いでいる間に外に出る。しかし、外にはもう一体の悪魔が道を塞ぐように立っていた。ベルモットは仕方なく悪魔と戦闘に入るが、あっけなくやられてしまう。悪魔は非力なベルモットを笑い、クレセリアも同じように非力であったと笑う。ベルモットはクレセリアを侮辱され激昂する。その際、瞳の色が瞳孔以外赤く染まる。ベルモットは立ち上がり、もう一度悪魔へと挑む。悪魔を、魔術を使い倒すベルモット。自分の力に困惑するベルモット。そこに、まだ生きていた悪魔がベルモットへと攻撃する。悪魔の攻撃を、追い付いたコルセアが身を挺して防ぐ。コルセアは悪魔の攻撃によって徐々に体を侵食されていく。しかし、コルセアは力を振り絞りベルモットに逃げろと叫ぶ。ベルモットは状況を理解できず混乱する。両方の瞳が赤く染まり、ベルモットの体が発光し消える。
見知らぬ森で目を覚ますベルモット。ベルモットは疲れを癒すために森を歩く。そして、川辺へと辿り着く。川辺で自分の片目が赤みを帯びている事を疑問に思うベルモット。森の奥からイギリス兵が現れる。ベルモットは身を隠し、イギリス兵の動向を窺っているとこの辺りに村があるという事を聞く。

ベルモットは森を抜け、ドンレミへと辿り着く。ドンレミは戦争の痕跡はなく、平和であった。そして、ベルモットは村はずれの教会で修道服を着ている少女、ジャンヌと出会う。ジャンヌはベルモットに対し優しく接する。現在位置や戦争の状況を確認するベルモット。ジャンヌはサン・ルーがモーヴェに乗っ取られた事をベルモットに話す。二人が話していると一人の村人が現れ、イギリス兵がドンレミへと乗り込んできたから、早く逃げろ、と二人に告げる。しかし、ジャンヌは単身でドンレミの村へと急ぐ。ベルモットはジャンヌを追いかける。
ドンレミではイギリス軍が暴れ回っていた。混乱するジャンヌを宥めベルモットは村人達を教会へと逃がす為にジャンヌと共に行動する。
　そして、二人はこの惨状を引き起こした悪魔と出会う。悪魔は村人を嬲り殺していた。その様子を見て、ベルモットは怒りを露わにし、悪魔に挑む。その際、ベルモットの左目が瞳孔まで赤く染まる。ジャンヌは苦しんでいる村人の様子を見て、力のない自分に対し怒りを覚える。
　ジャンヌの心に人々を救う力が欲しいか尋ねる声が響く。ジャンヌは頷く。その声はジャンヌに反応し、『元情石』の力を授けると言う。声は『元情石』とは人々が持つ感情の力を結晶化し、全てのモノに宿す事の出来る力であると説明する。そして、ドンレミの村人の哀しみ、怒りの感情が『元情石』として顕現している事を教え、その『元情石』を武器に宿すのだ、と命じる。ジャンヌは従い、予め持っていた護身用のナイフに『元情石』を宿す。ナイフが光を放つ。声は『元情石』を物に宿す事で感情の力を相手にぶつける事が出来ると教え、その『元情石』の力で悪魔を倒すのだと命じる。

　ベルモットは悪魔と対等に戦う。悪魔と対等である事に疑念を抱くベルモット。そこへジャンヌが加勢する。ベルモットはジャンヌに逃げろ、と言うがジャンヌは一緒に戦いたいと懇願する。ベルモットは仕方なく了承する。ベルモットはジャンヌをサポートしながらも悪魔と戦う。ジャンヌの『元情石』の力は絶大で、悪魔を倒す事に成功する。
憔悴している村人が教会の中で怯えていた。ジャンヌは憔悴した村人に『元情石』を与え元気付ける。ベルモットの姿が見えない事に疑問に思い、外に出るジャンヌ。ベルモットはどこかへ向かう準備をしていた。ジャンヌはベルモットにどこへ行くのか訊ねる。ベルモットはクレセリアを救出する為にオルレアンに向かうとジャンヌに答える。ジャンヌはベルモットに自分も連れて行って欲しいと懇願する。ジャンヌはドンレミの村のような村を増やさないためにも共に戦いたいと胸の内を明かす。しかし、ベルモットは拒否する。自分もドンレミを襲った悪魔のように理性が聞かなくなってしまうかもしれないと告白するベルモット。そして、ジャンヌはなおさら一緒にいなくてはならいと言う。ジャンヌは『元情石』の力を使い、ベルモットが悪魔にならないように押さえるから一緒にいさせてくれ、と懇願する。
ベルモットはジャンヌの意外な返答に驚き、口ごもる。そして、一緒に行動する事を了承する。
荒れ果てた村を見つける二人。そこには人はいなく、家もぼろぼろだった。ベルモットはドンレミの一足遅かったらこうなっていたかもしれない、とジャンヌに言う。ジャンヌはどうして救えなかったのかベルモットに訊ねる。ベルモットはフランス軍が悪魔の軍勢に押されているからだと答える。そして、サン・ルーもモーヴェに支配されているのならこのような状況になっていると言う。

ジャンヌはサン・ルーへ向かおうとベルモットに言う。ベルモットは頷く。
サン・ルーに着くジャンヌとベルモット。サン・ルーは静かで街は荒んでいた。二人はサン・ルーを進んでいく二人。下級悪魔を倒しながら、砦まで辿りつく。砦の中の悪魔は、楽しいと笑いながら村人を殺していた。ジャンヌとベルモットは悪魔から人々を救いながら、砦の奥へと進む。奥にはイギリス軍のモーヴェの悪魔の一体、エゼ（楽）が待っていた。エゼはここまで来たジャンヌとベルモットをよく町人を殺し、ここまで辿り着いたと賞賛する。意味を把握できない二人。エゼは村人に悪魔を寄生させ、兵として使っていた事を教える。そして、戦いを盛り上げる為に多くの悪魔化した村人をこの場に呼ぶ。自分を倒せば、悪魔化した村人の活力はなくなり死に多くの町人が犠牲になり、逃げる為には悪魔化した町人を倒し進むしかない、と笑うエゼ。ジャンヌは関係のない村人を戦いに巻き込んだ事に激昂し、なぜ、巻き込んだのか訊ねる。エゼは同じ人間同士が争うのが愉快で堪らないと答える。ベルモットはエゼを倒し、悪魔に寄生され苦しんでいる村人を救済しよう、と言う。ジャンヌは殺す事が救済なのか、尋ねる。時には死ぬ事が救済になる事もあると教えるベルモット。ジャンヌは納得しきれないが、苦しむ人々を見てはいられずエゼと戦う。
エゼを倒すベルモットとジャンヌ。エゼによって悪魔に寄生された村人も死んでしまう。サン・ルーを取り返そうとやってきたフランス軍。フランス軍を率いる隊長、ラ・イールはエゼを倒し、サン・ルーを取り戻した事を称え、二人に感謝する。そして、村人はどうなっていたか、尋ねる。二人は正直に告白し、助ける事ができなかった事に頭を下げる。しかし、ラ・イールは戦場では日常茶飯事であり、これからもこういう事が多く続くが国の為に戦えるか尋ねる。ジャンヌはこの戦いの先に平和があるのなら戦うと言う。ラ・イールはきっとあるさ、と言う。
翌日、モーヴェの一体、アクティフ（怒）の部隊がサン・ルーへ向かってくるという報告が入る。ラ・イールはサン・ルーで向かえ撃つと部隊に告げる。ジャンヌとベルモットも部隊に加えられ、戦いが始まる。戦いの中盤、均衡が崩れる。アクティフの悪魔の力により、フランス軍が味方を攻撃し始め、戦場が混乱した為である。仲間同士の関係がおかしくなり部隊の士気が下がる。ジャンヌは武器として渡されていた軍旗を掲げ、兵士全体に『元情石』を与え、正気に戻す。ジャンヌの『元情石』のおかげで士気を取り戻すフランスの部隊。ベルモットとジャンヌと共に戦況を覆すフランス軍。

アクティフは単身でジャンヌとベルモットに挑む。アクティフはエゼを殺した事を怒り、ベルモットとジャンヌに襲い掛かって来る。二人は臆する事なく、戦いに挑み、そしてアクティフを倒す。そして、ジャンヌは勝った事をフランス軍に告げる。

フランス軍はモーヴェを二つ減らし、戦況がこちらに傾きつつある事に喜びを見せる。しかし、ジャンヌはとても疲れきっている様子で余り嬉しそうではなかった。
モーヴェの内ふたつを倒したフランス軍の部隊は、これを起にオルレアンに立ち塞がるように立っている最後のモーヴェ、エクラ（喜）の砦に攻め込み、倒し、一気にオルレアンへ攻め入る覚悟を決める。部隊を万全の状態にし、エクラの砦へと向かうフランス軍。
圧倒的な力で押していくフランス軍。フランスの部隊が優勢の状態のまま、戦況は続く。ベルモットとジャンヌは数人のフランス兵を連れてエクラの下へ向かう。エクラの下へ辿りつく二人。エクラは、クレセリアは無事である事をベルモットに教え、そして、自分達の下へと来るのだと言う。そうすれば、ルシフォードとクレセリアの三人と共に昔のように一緒に暮らせるのだ、とベルモットを誘うエクラ。そして、ベルモットに三人で仲良く暮らす幻術を見せ惑わす。フランス兵はベルモットがルシフォードと関係を持っているという事を聞き疑念を抱く。ジャンヌは『元情石』を使い、ベルモットを正気に戻す。ジャンヌの力に驚き、邪魔された事に怒りを表すエクラ。エクラは疑念を持ったフランス兵を魔術で操り、襲いかかってくる。ジャンヌとベルモットはフランス兵の動きを『元情石』により操作し、エクラを追い詰める。追い詰められたエクラは逃げる。ジャンヌにフランス兵を任せ、追いかけるベルモット。
行き場をなくすエクラ。ベルモットはクレセリアが生きている事が本当かどうか尋ねる。エクラははぐらかし、魔に墜ちた娘を見てどう思うんだろうか、とからかうように嘲笑する。ベルモットはエクラの自分が悪魔である、という言葉を否定する。しかし、エクラは、元は人間だった悪魔を躊躇なく殺してきて平気でいられるのは悪魔である証拠だろう、とベルモットの否定を肯定させ、瞳の色ももうすぐ両目が赤く染まりそうだと笑う。ベルモットはエクラの笑い声がうるさいと一蹴し、エクラを切り伏せる。そして、ベルモットは戦場に戦いが終わった事を告げに戦場に戻ろうとするが戦場を俯瞰し、言い淀む。
　ジャンヌが駆けつけ、エクラはベルモットによって倒された事を確認する。
　フランス軍一行はテントを張り野宿をする。エクラのクレセリアは死んだ、という言葉と自分は紛れも無い悪魔である、という言葉のせいで寝つけないベルモット。ベルモットはテントから出て行くジャンヌの姿を見つけ、気になり追いかける。ジャンヌは外で涙を流し神へと戦争によって自分が至らず、多くの人を死なせてしまった事、救えなかった事を告解していた。ベルモットはジャンヌに戦っているのだから、人が死ぬのは仕方ない事だ、声をかける。ジャンヌはベルモットに気付く。そして、ベルモットの言葉を聞きそれは分かっている、と答え、この戦いの先の平和の為に自分達は戦っているのだ、と言う。しかし、どうしても人が死ぬのは見るに耐えない、と心の内を明かし、戦場の後の光景がいつも夢に出るせいで神に許しを請わなければ眠れないのだとベルモットに言う。ベルモットはジャンヌの隣で自分は悪魔に墜ちてしまった者、故に神はお許しになるわけがないだろうと神に告解し、自嘲する。ジャンヌはそんな事はない、という。きっと、神はベルモットに慈悲を与えてくれると言う。ベルモットは母を救えればそれで良い、とジャンヌに告げテントの中へと戻ろうとする。しかし、ジャンヌに呼び止められ足を止める。ジャンヌはベルモットがいたから、自分は戦えたのだとベルモットに教える。ベルモットもまた、ジャンヌがいたおかげで未だ完全に悪魔化せずにいられるのだと微笑む。ジャンヌがテントに戻った後、時間は余りないかもしれないと呟くベルモット。
　翌日、オルレアン城へと向かうフランス軍。オルレアン城の前には少数の悪魔が立ちはだかっていた。その中央には甲冑に身を包む悪魔が立っている。フランス軍は少数である事から圧倒する事が出来ると考え挑む。しかし、甲冑を着た悪魔を中心として作られた陣営は強固で、フランス軍は誰一人もオルレアン城に辿り着く事が出来ない。ベルモットとジャンヌは統率を崩すために二人がかりで甲冑に身を包む悪魔に挑む。ベルモットは統率の取れた動きに僅かな疑問を抱く。『元情石』を甲冑の悪魔に与えると、情緒が不安定になる。そこへベルモットは渾身の一撃を与える。しかし、甲冑の悪魔は倒れず、立ち塞がる。甲が割れ、顔が現れ、甲冑の悪魔がコルセアである事を知るベルモット。コルセアなのか尋ねるベルモット。甲冑を着た悪魔は動きを止める。コルセアはベルモットがなぜ、こんな所にいるのか尋ねる。ベルモットは母を助ける為に来たと告げる。しかし、コルセアはその願いは叶わないと言う。ベルモットは何故か尋ねるが、コルセアは抑制が聞かなくなってきた為、早く自分を殺せと叫ぶ。ベルモットはコルセアを殺す事を躊躇する。コルセアは時には死ぬ事が救済になる事もあると言う。ベルモットは自制しているコルセアを倒す。コルセアは死に際、ベルモットに呼びかけて貰えたおかげで正気に戻れた事をベルモットに教える。そして、怒りに任せてはいけないとベルモットに助言する。
　ジャンヌはベルモットに大丈夫か、尋ねるが大丈夫だ、と答えオルレアン城へ入る。ジャンヌとベルモットは悪魔化した敵兵士を退け、奥へと進む。
　広い部屋へと出るジャンヌとベルモット。その部屋の中央には人とも悪魔とも判別できない肉の塊が脈打っていた。その塊に近づく二人。そこへ悪魔化し両目が赤く染まったルシフォードが現れ、その肉の塊はクレセリアだったものだとベルモットへ告げる。
　ルシフォードの肉の塊がクレセリアだ、という言葉を否定するベルモット。ルシフォードは理性を失っておりクレセリアの名前を呼び、まだ魂が足りないのか、と呟く。ベルモットは、元はクレセリアだったものを見て、混乱する。そして、死んで行った人々を思い出すベルモット。全てを壊した原因であるルシフォードに次第に怒りの感情を抱き、その感情に支配されていく。ベルモットの両目が瞳孔まで赤く染まり、ジャンヌの静止する声も無視し悪魔化したルシフォードへと向かうベルモット。ベルモットはルシフォードに敵うわけなく圧倒されてしまう。ルシフォードは自分の魂も捧げる為、肉の塊に体を取り込ませる。肉の塊は徐々に形を得て、歪な羽の生えた虫のような悪魔に姿を変わる。
　自分は何の為に戦っていたのか、葛藤するベルモット。倒れているベルモットに呼びかけるジャンヌ。ベルモットは今までの戦いを思い出していく。ドンレミでの戦い、モーヴェの戦い、そして最後までベルモットの身を案じたコルセアとの戦い。ベルモットはその全ての戦いを思い出す。ドンレミのような村を増やしたくない、モーヴェとの戦いの後に見た戦場を無くしたい、コルセアのような人間が死ぬのをもう見たくない、ベルモットは次第に本当の戦うべき理由を見出していく。そして、意識を取り戻すベルモット。涙しながら、ベルモットの名前を必死に叫ぶジャンヌを見て、このように村人である少女が戦場で戦い、人の死と向き会い、人知れず涙を流す事はあってはならないとベルモットは戦う意思を取り戻す。ベルモットの持っていたクレセリアの剣が発光する。ジャンヌは剣にクレセリアの『元情石』が宿った事をベルモットに言い、クレセリアの、父を救って欲しいという意思をベルモットに伝える。ベルモットはジャンヌが代弁したクレセリアの言葉に頷く。そして、自分が救うべき父とこれからの平和の為に戦って欲しいとジャンヌに懇願する。頷くジャンヌ。二人は悪魔に挑む。虫のような悪魔はクレセリアの意思により、弱体化する。
　そして、虫のような悪魔を倒すジャンヌとベルモット。悪魔から光が発光する。光はイギリス、フランス全土に広がり、その光によって、悪魔は浄化される。戦いの最中、知ったルシフォードの真実にベルモットは悲しみの感情を抱く。その真実とはルシフォードは戦争によって死んでしまったクレセリアを蘇らせる為に悪魔と契約し、そして、悪魔として蘇ったクレセリアと悪魔化し、永劫の命を手に入れたベルモットと共に暮らそうとしていたという事だった。
　ベルモットに謝るルシフォード。ベルモットもまたルシフォードを救えなかった事を謝る。しかし、ルシフォードは最後にベルモットと話が出来て良かったと言い、息絶える。ベルモットは戦場に長い１００年戦争が終結した事を宣言する。

　ジャンヌはベルモットにルシフォードの最後に抱いた感情「親愛」の元情石を入れる。ベルモットの赤く染まった筈の瞳が元の色を取り戻し、ベルモットは浄化されず悪魔の体から解放される。

　百年戦争が終結して数ヵ月後、ベルモットはイギリス国王の娘である事から裁かれる事になる。ジャンヌは戦争終結の手助けをしたことをフランス側に教えるが、フランス側はジャンヌの話を聞こうとしなかった。ベルモットは自分の父が行ってしまった罪であり、その罪は自分の命でしか断罪できない罪なのだ、と罰を受け入れる。しかし、ジャンヌは父と母から託された命を簡単に捨ててはならないという。そして、自分がベルモットとなり罰を受け入れると言う。ベルモットはジャンヌに何も罪はない、というがジャンヌは多くの人を殺してしまった事は裁かれなければいけない、とベルモットに答える。そして、ジャンヌはベルモットの名前を貰い、ベルモットはジャンヌに成りすまし、ジャンヌが火刑に処される。

　火刑の途中、ジャンヌに力を与えた声がジャンヌを神の身元へ連れて行くと言う。
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